
本
庁
舎
建
て
替
え
、

�

政
策
提
言
の
中
間
報
告

総
務
・
教
育
委
員
会

函
館
市
の
地
域
包
括

�

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
い
か
に

生
活
・
福
祉
委
員
会

な
ぜ
全
市
観
光
の
施
策
に

�

取
り
組
む
の
か

観
光
・
経
済
委
員
会

　本
委
員
会
は
、
重
点
活
動
テ
ー
マ
の
「
市
役
所
本
庁
舎

の
建
て
替
え
」
を
メ
イ
ン
に
、
平
成
29
年
10
月
３
日
～
６

日
に
４
市
の
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　新
潟
県
新
発
田
市
で
は
、
中
心
市
街
地
の
真
ん
中
に
建

設
し
た
結
果
、
各
フ
ロ
ア
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
は
た

く
さ
ん
の
学
生
や
市
民
が
集
ま
る
場
所
と
な
り
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
に
結
び
つ
い
た
例
と
し
て
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

　千
葉
県
白
井
市
で
は
、
新
庁
舎
の
整
備
手
法
を
Ｅ
Ｃ
Ｉ

方
式
と
し
、
現
在
の
本
庁
舎
の
減
築
と
新
築
を
合
わ
せ
た

建
築
手
法
で
し
た
。
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
、

施
工
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
設
計
に
取
り
入
れ
、
コ
ス
ト
の
縮

減
と
工
期
短
縮
を
図
っ
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
本
市
の
現
状

と
課
題
に
対
し
参
考
と
な
っ
た
例
で
し
た
。

　ま
た
10
月
14
日
開
催
の
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
「
市

役
所
本
庁
舎
の
建
て
替
え
」
に
関
し
て
「
優
先
度
、
設
置

場
所
、
付
加
機
能
」
に
つ
い
て
意
見
を
頂
き
、
そ
れ
ぞ
れ

に
お
い
て
、
本
庁
舎
が
一
番
、
市
の
中
心
で
あ
る
幌
別
、

多
機
能
を
求
め
る
声
が
大

勢
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　本
委
員
会
は
こ
の
件
に

つ
い
て
、
重
要
か
つ
早
急

な
対
応
が
必
要
と
判
断
し
、

活
動
計
画
の
中
間
報
告
と

し
て
取
り
ま
と
め
、
12
月

15
日
に
市
に
対
し
て
提
言

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

 

（
二
瓶
）

　平
成
29
年
11
月
20
日
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
つ
い
て
」
函
館
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　全
国
有
数
の
観
光
地
と
し
て
発
展
し
、
人
口
約
26
万
３

千
人
を
擁
す
る
中
核
都
市
で
は
あ
る
も
の
の
、
65
歳
以
上

の
高
齢
化
率
が
33
・
８
％
と
高
く
、
早
く
か
ら
地
域
包
括

ケ
ア
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　特
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
「
個
別

ケ
ー
ス
の
検
討
を
行
う
地
域
ケ
ア
会
議
」
と
「
地
域
課
題

の
検
討
を
行
う
地
域
ケ
ア
会
議
」
が
あ
り
、
函
館
市
が
主

催
す
る
「
函
館
市
地
域
ケ
ア
全
体
会
議
」
と
の
情
報
共
有

を
図
り
、
「
共
に
支
え
合
う
ま
ち
函
館
」
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
函
館
市
の
「
地
域
医
療
構
想
」
に
お
い
て
、
二

次
医
療
の
病
院
ベ
ッ
ド
数
が
多
く
、
こ
れ
を
減
ら
し
在
宅

医
療
か
ら
看
取
り
ま
で
を
考
え
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
開

業
医
の
高
齢
化
に
よ
り
、
か
か
り
つ
け
の
患
者
の
往
診
に

は
対
応
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
患
者
に
は
対
応

で
き
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
在
宅
に

特
化
し
た
医
師
・
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備

が
で
き
な
い
か
検
討
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
本
委
員
会
に
と
っ

て
参
考
に
な
る
取
り
組

み
が
あ
り
、
有
意
義
な

視
察
で
し
た
。

 

（
村
井
）

　本
委
員
会
が
重
点
活
動
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
「
全
市
観

光
を
見
据
え
た
観
光
施
策
に
つ
い
て
」
を
軸
と
し
て
、
９

月
26
日
よ
り
群
馬
県
草
津
町
、
長
野
県
軽
井
沢
町
、
お
よ

び
大
町
市
の
３
市
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　草
津
町
、
軽
井
沢
町
共
に
観
光
を
中
心
と
し
た
第
三
次

産
業
を
主
要
産
業
と
し
て
い
ま
す
。
草
津
町
の
人
口
は
約

７
千
人
、
軽
井
沢
町
は
約
１
万
８
千
人
と
多
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
そ
こ
で
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
た
の
は
、

町
役
場
の
職
員
か
ら
町
民
の
隅
々
に
ま
で
、
「
こ
の
町
、

そ
し
て
私
た
ち
は
観
光
業
で
生
活
を
し
て
い
く
」
と
い
う

共
通
し
た
意
識
の
高
さ
で
し
た
。
常
に
新
し
い
試
み
を
行

い
、
全
国
的
な
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
継
続
し
て

展
開
す
る
な
ど
、
国
内
に
お
い
て
の
評
価
の
高
さ
、
繁
栄

の
陰
に
は
官
民
が
一
体
と
な
っ
た
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
あ

る
こ
と
を
体
感
し
ま
し
た
。

　大
町
市
は
３
千
㍍
級
の
白
馬
連
峰
を
観
光
の
柱
と
し
た

山
岳
観
光
都
市
で
、
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
の
長
野
県
側

の
玄
関
口
で
す
。
本
市

の
開
発
が
滞
っ
て
い
る

山
岳
観
光
の
可
能
性
を

学
ぶ
も
の
が
多
々
あ
り

ま
し
た
。
各
自
治
体
の

先
行
事
例
な
ど
を
踏
ま

え
、
本
市
固
有
の
観
光

政
策
提
言
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

 

（
若
木
）

委 員 会 だ よ り

※中間報告の提言内容は、41ページに掲載しています。

議
会
運
営
の
先
進
地
視
察
と

�

議
長
諮
問
に
答
申

議
会
運
営
委
員
会

　先
般
、
議
会
運
営
の
先
進
地
と
し
て
、
三
重
県
鳥
羽
市

と
伊
賀
市
に
議
会
基
本
条
例
の
順
守
の
推
進
に
つ
い
て
行

政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
傍
聴
人
規
則
、
文
書
質
問
、
政

策
討
論
会
、
市
民
と
意
見
交
換
を
行
う
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ａ
ミ
ラ
イ

ト
ー
ク
や
議
会
出
前
ト
ー
ク
な
ど
を
調
査
事
項
と
し
ま
し

た
。
議
会
運
営
の
課
題
や
議
会
基
本
条
例
順
守
の
重
要
性
、

市
民
と
の
意
見
交
換
方
法
や
、
傍
聴
人
を
増
や
す
た
め
の

施
策
な
ど
、
大
変
参
考
に
な
る
取
り
組
み
内
容
で
し
た
。

　本
年
度
の
議
長
諮
問
事
項
で
あ
る
常
任
委
員
会
活
動
の

充
実
強
化
に
つ
い
て
は
、
行
政
側
は
既
に
制
度
化
さ
れ
て

い
る
横
断
業
務
調
整
組
織
が
取
り
扱
う
事
業
に
つ
い
て
、

議
会
側
も
委
員
会
を
ま
た
ぐ
事
案
の
審
査
が
で
き
る
よ
う
、

連
合
審
査
会
で
対
応
す
る
こ
と
に
取
り
決
め
ま
し
た
。

　ま
た
、
行
政
は
条
例
な
ど
を
制
定
す
る
と
き
に
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
に
よ
り
広
く
市
民
か
ら
意
見
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
議
員
や
委
員
会
が
条

例
を
制
定
す
る
と
き
に
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
す
る
要
綱
が
な

か
っ
た
た
め
、
新
た
に

制
定
し
、
議
長
に
答
申

し
ま
し
た
。
今
後
は
３

月
を
め
ど
に
条
例
以
外

の
政
策
提
案
に
も
適
用

す
る
こ
と
を
検
討
し
、

要
綱
の
精
度
を
上
げ
て

い
く
予
定
で
す
。

 

（
工
藤
）

　総
務
・
教
育
委
員
会
で
は
、

市
役
所
本
庁
舎
の
建
て
替
え
に

つ
い
て
、
多
く
の
賛
成
意
見
に

加
え
、
図
書
館
や
ほ
か
の
公
共

施
設
と
の
併
設
、
建
設
場
所
は

幌
別
が
圧
倒
的
に
多
く
、
多
機

能
を
求
め
る
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　生
活
・
福
祉
委
員
会
で
は
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
向
け
て
、
ま
ず
は
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
と
は
何

か
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
自
分

ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
た
め

に
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　観
光
・
経
済
委
員
会
で
は
、

全
市
観
光
を
見
据
え
た
新
た
な

観
光
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
地
域

の
特
徴
を
生
か
し
た
観
光
ル
ー

ト
、
中
で
も
幌
別
川
や
川
上
公

園
、
ダ
ム
や
鉱
山
地
区
の
活
用

は
実
現
性
が
高
い
と
の
意
見
で

し
た
。

　議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
で

は
、
市
議
会
の
情
報
公
開
に
つ

い
て
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　平
成
30
年
第
1
回
定
例
会
は
、
2
月
22
日

（
木
）
か
ら
開
会
す
る
予
定
で
す
。

委 員 会 だ よ り

総務・教育委員会　中間報告の提言内容
市役所本庁舎の建て替えについて（40ページから）次

回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

⑴ 新制度の財政措置を活用することを想定し、相当なスピード
感を持っての取り組みを要望する。

⑵ 新庁舎のコンセプト、基本構想、財源・事業費、完成までの
スケジュールなどを早急に策定し提示すること。

⑶ 新庁舎の建て替えエリアや新庁舎に求められる機能などにつ
いては、幅広い市民が協議する場を確保し、意見を十分に反
映させるよう努力すること。

⑷ 整備手法や建築工法などについては、専門的知識・技能を有
する第三者委員会等を設置し、適切な助言を受けること。

に
お
け
る
、
内
容
・
見
た
目
の
満
足
度
や
改
善

点
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　今
回
い
た
だ
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
参
考

に
、
今
後
の
政
策
提
言
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

 
（
宮
武
）

　平成29年10月14日に、婦人センター、労働福祉セン
ター、富岸小学校、若草つどいセンターの４会場で議
会フォーラムを開催しました。
　今回の議会フォーラムは、前回に引き続き、委員会
ごとの重点活動テーマや課題について、グループワー
ク形式で意見交換しました。

真
の
市
民
の
声
を
聴
く

第11回 議会フォーラムを開催しました

※パブリックコメント制度…政策や制度などを決める際、市民に意見を募り、政策決定に反映させる機会を持たせる仕組みのこと。

※

40� 議会だより　でぃすかす


